
 
※令和４年度以降入学生用 

学校番号 1016 

令和５年度 情報科 

 

教科 情報 科目 情報Ⅰ 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 情報Ⅰ（数研出版） 

副教材等 情報Ⅰ サポートノート（数研出版） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・情報の収集・処理・発信などの実習を通じ、問題を見つけ、それを解決する力を身につけましょう。 

・課題解決のために自ら情報を収集・判断し、表現する方法を考え、情報社会に主体的に参画する 

 態度を身につけましょう。 

・情報モラルや情報セキュリティの光と影の部分を体験的に認識し、実習や情報社会を支えるしくみ 

 の理解を通じ、情報を受け取る側の立場のことも考えながら情報発信できる力をつけましょう。 

 

 

２ 学習の到達目標 

 情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ、問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切

かつ効果的に活用し、情報社会に主体的に参画するための資質・能力を育成することをめざす。 

（１）情報技術を効果的に活用することで、技能の向上とともにプレゼンテーションを通して、効 

   果的にコミュニケーションの実現ができる力を養う。 

（２）プログラミングやシミュレーションの基本を学び、社会や自然などにおける事象に対し簡単 

   なモデル化をする。また目的に応じたモデルから問題解決方法を考える力を養う。 

（３）ワープロソフト、表計算ソフトの基本的な操作を学んだうえで、課題に対して適切な操作や 

   問題解決ができる力を養う。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

情報と情報技術を問題の発

見・解決に活用するための

知識について理解し、技能

を身に付けているととも

に、情報化の進展する社会

の特質及びそのような社会

と人間との関わりについて

理解している。 

事象を情報とその結びつきの

視点から捉え、問題の発見・

解決に向けて情報と情報技術

を適切かつ効果的に用いてい

る。 

ワープロソフト・表計算ソフ

ト・プレゼンテーションソフ

トにおいて、問題解決や適切

な表現方法を理解した上で活

用できている。 

情報社会との関りについて考

えながら、問題の発見・解決

に向けて主体的に情報と情報

技術を活用し、主観的・客観

的に評価し改善しようとして

いる。 

学んだ内容を活用しつつ、よ

り速やかに問題解決を行おう

としている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１
学
期 

第
１
編 

情
報
社
会
に
お
け
る
法
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

第１章 情報とメディア 

Ａ 情報とはなにか 

Ｂ 情報源と情報の検証 

Ｃ 情報とメディアの特性 

a:情報メディアについて学び、そ

の適切な表現方法や特性につい

て理解する 

b:情報の信頼性など、状況による

情報への取捨選択について理解

する 

c:情報の検証において、どのよう

なことがあるかを考察し、自身の

意見をまとめようとしている 

定期考査 

 

確認 

テスト 

定期考査 

 

確認 

テスト 

 

提出 

ノート 

 

 

 

 

 

提出 

ノート 

 

振り返り 

シート 

 

第２章 情報社会における

法とセキュリティ 

Ｃ 知的財産権 

Ｄ 情報セキュリティ 

Ｅ 情報セキュリティ対策の

ための技術 

Ｆ 情報セキュリティ対策へ

の意識 

a:情報に関する法規や制度など、

情報社会において必要な法的知

識とモラルを理解する 

b:情報セキュリティの知識を、適

切に分類しかつ活用することが

できる 

c:法規やモラルに対して正しい

知見から理解し、自身の意見や対

策などを考察することができる 

定期考査 

 

確認 

テスト 

定期考査 

 

確認 

テスト 

 

提出 

ノート 

 

 

 

 

 

提出 

ノート 

 

振り返り 

シート 

実
習 

文
書
作
成 

 

コンピュータの基本操作・文

書作成 

タイピング、ワープロソフトの

基本操作 

a:ワープロソフトを活用するた

めに、操作方法や関連知識を理解

しようとする 

b:ワープロソフトを使って、適切

かつ効果的に文書作成ができる

ようになる 

c:実習に対し積極的に取り組み、

学んだ基本を応用し、自身で課題

に取り組もうとしている 

確認 

テスト 

 

実習作品 

 

定期考査 

確認 

テスト 

 

実習作品 

 

定期考査 

 

 

 

実習作品 

 

 

 

振り返り 

シート 
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２
学
期 

第
２
編 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
情
報
デ
ザ
イ
ン 

第１章 情報のデジタル表現 

A アナログとデジタル 

B デジタル情報の表現 

E 画像のデジタル表現 

F 動画のデジタル表現 

 

第３章 情報デザイン 

Ａ 情報を表現する方法 

Ｂ ユニバーサルデザイン 

a:アナログとデジタルについて

特徴や長所・性質を理解してい

る。情報をわかりやすく伝えるた

めの文字や図に対する工夫につ

いて、基本的な方法を理解してい

る 

b:ユニバーサルデザインなど目

的に沿って、情報を視覚化させる

など適切な工夫を考えて表現す

ることができる 

c:情報を分かりやすく伝えるた

めに、工夫して表現する学習活動

に積極的に取り組もうとしてい

る 

定期考査 

 

確認 

テスト 

定期考査 

 

確認 

テスト 

 

提出 

ノート 

 

 

 

 

 

提出 

ノート 

 

振り返り 

シート 

実
習 

表
計
算
ソ
フ
ト
の
活
用 

表計算ソフトの基本操作・数

式の理解と活用をする 

a:表計算ソフトを活用するため

に、操作方法や関連知識を理解し

ようとする 

b:表計算ソフトを使って、適切か

つ効果的に計算や表作成ができ

るようになる 

c:実習に対し積極的に取り組み、

学んだ基本を応用し、自身で課題

に取り組もうとしている 

確認 

テスト 

 

実習作品 

 

定期考査 

確認 

テスト 

 

実習作品 

 

定期考査 

 

 

 

実習作品 

 

 

 

振り返り 

シート 
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３
学
期 

第
３
編 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ 

第２章 プログラミング 

Ａ アルゴリズム 

Ｃ プログラミングの方法 

a:アルゴリズムとプログラミン

グについて、基本的な内容を理解

することができる 

b:簡単なアルゴリズムの作成や、

プログラミング作成ツールなど

を活用することができるように

なる 

c:問題解決のためのアルゴリズ

ムや、自身の考えをプログラミン

グするなど、積極的に理解、活用

しようとしている 

定期考査 

 

確認 

テスト 

定期考査 

 

確認 

テスト 

 

提出 

ノート 

 

 

 

 

 

提出 

ノート 

 

振り返り 

シート 

実
習 

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
フ
ト
の
活
用
と
プ
レ
ゼ
ン 

プレゼンテーションソフトの基

本操作・数式の理解と活用を

する 

プレゼンを企画し、発表する 

a:プレゼンテーションソフトを

活用するために、操作方法や関連

知識を理解しようとする 

b:プレゼンテーションソフトを

使って、適切かつ効果的にプレゼ

ン素材の作成ができるようにな

る 

c:作成した素材を活用し、発表へ

積極的に参加しようとしている  

確認 

テスト 

 

実習作品 

 

定期考査 

確認 

テスト 

 

実習作品 

 

定期考査 

 

 

 

実習作品 

 

 

 

振り返り 

シート 

 

発表 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度        

 

 


